
紹
　
介

》
」
≦
曾
空
Φ
厳
。
簿
Φ
の
ρ

bd

ｫ
勘
鵡
、
ミ
習
職
ミ
§
ミ

　
§
鳶
、
守
犠
遷
（
殴
も
q
N
I
嵐
心
。
◎
N
）

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
洋
学
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

大
部
分
の
人
が
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
英
仏
独

の
そ
れ
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
東
洋
学
を
想
起
す
る

人
は
極
め
て
稀
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
国
の

東
洋
と
の
交
渉
は
、
周
知
の
如
く
、
他
の
ヨ
ー
p

ッ
パ
諸
国
に
比
し
て
数
段
早
く
始
ま
り
、
今
世
紀

に
至
る
ま
で
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
近
代
的

な
東
洋
学
研
究
活
動
も
一
九
三
三
年
の
イ
タ
リ
ア

中
東
亜
研
究
所
（
同
ω
馨
暮
。
緊
巴
冨
づ
。
℃
。
目
出

蜜
①
戯
。
践
国
。
。
葺
①
旨
◎
○
匡
①
暮
Φ
）
設
立
以
来
（
こ

の
研
究
所
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
榎
一
雄
「
イ
タ

リ
ア
中
東
亜
研
究
所
の
パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・
イ
ラ
ン
に
お
け
る
考
古
学
的
証
杏
〔
『
東

方
学
』
五
二
・
五
三
輯
、
一
九
七
六
、
七
七
年
に

詳
し
い
）
、
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
動

向
は
決
し
て
着
過
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
。　
こ
の
イ
タ
リ
ア
東
洋
学
研
究
の
重
要
な
一
翼
を

担
う
ナ
ポ
リ
の
東
洋
学
研
究
所
（
回
客
津
暮
o
q
艮
－

く
霞
ω
騨
ρ
鼠
◎
○
ほ
Φ
簿
巴
Φ
）
は
、
十
年
来
広
く
東
洋

学
に
関
す
る
著
作
を
順
次
刊
行
し
て
い
る
が
、
本

書
は
そ
の
十
八
巻
目
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
題

名
が
示
す
通
り
、
編
者
ピ
エ
モ
ソ
テ
ー
土
塁
が
二

十
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
各
地
に

点
在
す
る
図
書
館
な
ど
の
施
設
で
、
イ
タ
リ
ア
人

命
老
、
編
者
の
手
に
な
る
イ
ラ
ン
文
明
の
あ
ら
ゆ

る
面
に
関
す
る
著
作
、
研
究
の
う
ち
出
版
さ
れ
た

も
の
を
実
地
に
調
査
し
、
そ
の
題
痛
を
分
類
、
整

理
の
上
公
刊
し
た
一
大
偉
業
で
あ
る
。
大
部
分
は

イ
タ
リ
ア
人
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
語
の
著
作
で
あ
る

が
、
イ
タ
リ
ア
人
の
書
い
た
も
の
な
ら
英
仏
独
な

ど
外
国
語
を
用
い
た
も
の
も
含
み
、
ま
た
外
国
人

に
よ
る
イ
タ
リ
ア
語
の
研
究
も
勿
論
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
収
集
さ
れ
た
文
献
は
、
言
語
学
や
文

学
、
歴
史
学
な
ど
の
根
本
資
料
と
し
て
使
用
で
き

る
十
五
世
紀
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
こ
れ
ら
を
資
料

と
し
て
用
い
た
今
世
紀
の
学
術
研
究
に
至
る
ま
で
、

実
に
六
八
八
五
点
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
我

々
は
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
イ
ラ
ン
研
究
の
全
貌
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
全
体
は
次
の
如
く
十
二
章
に
分
か
た
れ
、
各
章

中
で
は
題
目
が
出
版
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
1
書
誌
学
、
∬
地
理
学
、
皿
旅
行
記
、
w
歴
史

学
、
V
考
古
学
、
M
美
学
、
孤
言
語
学
、
環
文
学
、

K
哲
学
と
科
学
、
X
宗
教
学
、
X
イ
タ
リ
ア
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
文
学
中
の
ペ
ル
シ
ア
、
刈
補
遺
。
こ
れ

に
箸
者
名
索
引
が
付
さ
れ
、
二
巻
本
全
体
で
九
四

七
頁
に
及
ぶ
毫
髪
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
歴
史
学
に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、

二
千
点
近
く
を
占
め
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
次
の
如

く
二
九
の
節
に
分
類
さ
れ
る
。
1
歴
史
一
般
、
2

先
史
蒋
代
、
3
エ
ラ
ム
文
明
、
4
貨
幣
学
、
印

章
学
、
5
古
代
ペ
ル
シ
ア
史
に
関
す
る
古
典
史
料

（
即
ち
ヘ
ロ
ド
ト
ス
な
ど
の
ギ
リ
シ
ア
語
史
料
）
、

6
古
代
ペ
ル
シ
ア
史
と
文
明
、
ア
メ
デ
ィ
ア
、
8

ア
ヶ
メ
ネ
ス
帝
国
、
9
キ
ュ
ロ
ス
、
！
0
ギ
リ
シ
ア

と
ペ
ル
シ
ア
、
1
ー
ア
レ
キ
サ
ソ
ダ
ー
大
王
、
1
2
ス

キ
タ
イ
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
、
中
央
ア
ジ
ア
、
1
3
ア
ル

サ
ケ
ス
朝
鱒
パ
ル
チ
ア
と
ロ
ー
マ
、
1
4
こ
口
ン
朝

”
ペ
ル
シ
ア
と
ビ
ザ
ン
チ
ソ
、
1
5
イ
ス
ラ
ム
帝
国

下
ペ
ル
シ
ア
史
と
文
明
、
1
6
カ
リ
フ
治
下
の
ペ
ル

シ
ア
、
1
7
周
辺
諸
王
朝
と
中
央
帝
国
、
1
8
テ
ィ
ム

ー
ル
、
ウ
ズ
ン
・
ハ
サ
ソ
と
十
五
世
紀
、
1
9
サ
フ

ァ
ヴ
ィ
ー
朝
”
ソ
フ
ィ
ー
と
大
ト
ル
コ
、
2
0
ナ
ー

デ
ル
・
シ
ャ
ー
と
十
八
世
紀
、
2
ー
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル

朝
、
2
2
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
！
朝
、
2
3
イ
ス
ラ
ム
革
命
、

24

ﾎ
油
、
2
5
ク
ル
ド
と
ク
ル
ド
人
間
題
、
2
6
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
と
中
央
ア
ジ
ア
問
題
、
2
7
ヴ
ェ
ネ
ツ
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イ
ア
と
ペ
ル
シ
ア
、
2
8
イ
タ
リ
ア
と
ペ
ル
シ
ア
、

29

ｼ
章
の
関
連
文
献
指
示
。

　
本
書
の
メ
リ
ッ
ト
は
挙
げ
て
ゆ
け
ば
き
り
が
な

い
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
最
大
の
も
の
は
、
疑
い
も

な
く
編
者
に
よ
る
親
切
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
期
イ
ラ
ン
を
訪

れ
た
イ
タ
リ
ア
人
旅
行
者
の
記
録
を
調
べ
る
場
合
、

こ
れ
ら
は
皿
旅
行
記
、
W
の
1
9
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
旧

史
、
W
の
2
7
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ペ
ル
シ
ア
の
三
項

目
に
分
散
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
と
も
す
れ
ば

不
統
一
で
分
か
り
に
く
い
記
載
と
な
り
が
ち
だ
が
、

本
書
で
は
各
項
の
最
後
に
検
索
す
べ
き
他
項
目
の

番
号
が
す
べ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
参
照
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
何
故
U
o
躍
ρ
＜
㊤
に
①
の
書
は
皿

と
W
の
1
9
の
両
方
に
収
録
さ
れ
、
冨
①
き
げ
H
ひ
の
報

告
は
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ペ
ル
シ
ア
」
の
項
に
し

か
含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
、
な
ど
分
類
上
の
問
題

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の
す
べ
て
の
項
目
を
調
査
す
れ
ぱ
関
連
文
献
の
一

切
が
把
握
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
こ
の
よ
う
に
大
部
な
文
献
属
録
を
出

版
す
る
際
必
須
の
条
件
で
は
あ
ろ
う
が
、
面
倒
な

仕
事
を
完
逐
さ
れ
た
編
者
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
親
切
丁
寧
さ
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
今
日
我

々
が
史
料
と
し
て
用
い
る
十
五
i
十
八
世
紀
の
文

献
に
は
、
殆
ん
ど
の
場
合
い
く
つ
か
の
版
本
が
あ

る
が
、
本
書
で
は
こ
れ
ら
の
版
本
が
出
版
順
に
す

べ
て
明
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
今
後
は
、

こ
の
種
の
文
献
を
利
用
す
る
際
の
五
心
な
初
歩
的

手
続
を
一
朝
省
略
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
本
書
の
如
き
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
何
よ

り
も
正
確
さ
、
そ
し
て
遺
漏
の
な
さ
が
要
求
さ
れ

る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
筆
者
の
見
る
限

り
本
書
に
は
何
の
不
満
も
な
い
。
同
種
の
書
と

し
て
冨
・
Q
Q
ρ
σ
9
b
コ
§
ざ
鷺
愚
ミ
魚
》
§
ゆ
＆
監
§

N、

t
§
き
G
。
。
鍛
臨
o
P
日
σ
ま
冨
鵠
μ
Φ
①
①
が
あ
る

が
、
一
介
し
て
両
者
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

　
筆
者
の
如
く
歴
史
を
専
攻
す
る
者
に
と
っ
て
、

本
書
が
史
料
の
存
在
を
調
べ
る
場
合
に
も
、
ま
た

こ
れ
ら
史
料
に
つ
い
て
の
研
究
や
史
料
を
用
い
た

研
究
を
行
な
う
際
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
、

大
変
重
宝
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
イ
ラ
ン
学
を
志

す
も
の
に
と
っ
て
、
本
書
は
必
要
不
可
欠
な
工
具

と
な
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
東
洋
学
恐
る
べ
し
、
と
い

う
の
が
本
書
を
手
に
と
っ
て
み
た
筆
者
の
偽
ら
ざ

る
感
想
で
あ
る
。

　
　
（
二
巻
、
九
四
七
頁
、
｝
九
八
二
年
、
累
餌
℃
0
5

　
　
　
　
　
　
　
（
羽
田
正
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

川
崎
寿
彦
著

『
庭
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
一
風
景
の
記
号
学
と
英
国
近
代
史
i
』

　
本
書
は
、
．
英
文
学
者
の
著
者
が
、
一
六
世
紀
か

ら
　
八
世
紀
の
英
文
学
の
中
に
描
か
れ
た
庭
、
及

び
、
そ
れ
と
関
連
の
あ
る
い
く
つ
か
の
空
間
心
象

を
通
し
て
、
英
国
近
代
史
、
並
び
に
、
英
国
人
の

精
神
の
近
代
化
の
軌
跡
を
追
求
し
た
書
で
あ
る
。

か
つ
て
著
者
は
、
一
七
世
紀
中
葉
に
活
躍
し
た
詩

人
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ー
ヴ
ェ
ル
の
庭
園
詩
を
扱

っ
た
『
マ
ー
ヴ
ェ
ル
の
庭
』
と
題
す
る
著
作
に
お

い
て
、
一
六
五
〇
年
代
の
初
頭
が
英
国
近
代
史
の
・

大
分
水
嶺
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本

書
は
、
研
究
領
域
を
さ
ら
に
そ
の
前
後
の
蒋
代
へ

と
拡
大
し
、
庭
園
史
の
流
れ
を
追
っ
て
前
書
の
跡

付
け
を
試
み
る
と
同
時
に
、
英
国
近
代
史
、
特
に

政
治
史
の
再
検
討
を
も
図
ろ
う
と
す
る
力
作
で
あ

る
。
以
下
、
章
を
追
っ
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
よ

、
つ
。

　
第
一
章
は
、
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
か
け
・

て
の
庭
園
論
の
要
約
で
あ
り
、
ま
た
、
問
題
提
起

の
章
で
も
あ
る
。
中
世
の
封
建
領
主
の
城
や
教
会

の
庭
は
、
『
ば
ら
物
語
』
『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』
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